
2001年6月末から7月にかけて、エディ・ヒギンズ・トリオ＆

スコット・ハミルトンは来日ツアーを行なった。ベースはステ

ィーブ・ギルモア、ドラムはビル・グッドウィン。フィル・ウ

ッズ・グループで知られる名コンビだ。オープンして間のない

東京・渋谷“Jz Brat”での彼らのライブを聴いた。スコット・

ハミルトンは今ではベテランの域に達しており、ハスキーなス

イング・テナーは深みを増し、エレガントなエディ・ヒギンズ

のピアノと絶妙にブレンドされていた。アメリカのグッド・オ

ールド・デイズを思い浮かばせる、これもジャズ・リスナーか

ら何十年も愛され続けているアメリカン・ジャズのひとつだと

思ったものだ。ヴィーナス制作のこのアルバム『煙が目にしみ

る』は、それから約3か月後の10月2～3日、来日メンバーと同

じ顔ぶれでニューヨークでレコーディングされたアルバムだ。

あの米国多発テロがニューヨークを襲ったのは9月11日だった。

ご存じのように、ヴィーナスが制作した97年の『魅せられし

心』がベストセラーを記録して以来、エディ・ヒギンズは一躍

人気が上昇して、“時の人”のような脚光を浴びている。じっさ

い、演奏がすばらしかったから人気を得たわけだが、それまで

のヒギンズはジャズ・ピアノの名人のひとりとして知られては

いても、地味な存在だった。名を上げたシカゴを離れて、長年

フロリダに住み、地道にマイペースの活動を続けているヒギン

ズ自身も、華やかなスポットライトを浴びたいと考える人では

なかったようだ。日本での突然の人気上昇は、誰よりも本人が

驚いているに違いない。『魅せられし心』以降もヴィーナスは順

調にヒギンズの新作をリリースしていく。99年に『アゲイン』、

2000年に『愛の語らい～ジョビン作品集』と『ベッドで煙草は

よくないわ』、2001年に『魅惑のとりこ』を発売。このほかサニ

ーサイド原盤の『黒と白の肖像』も日本発売された。編成はド

ラムなしギター入りのトリオによる『ベッドで～』以外は、ピ

アノ・トリオだ。これらの作品はいずれも人気を呼び、ヒギン

ズは安定した人気を保つようになった。

そして、これまでの作品とはガラリと趣を変えて、スコッ

ト・ハミルトンとの共演でワン・ホーン・カルテット編成で録

音されたのがこの『煙が目にしみる』だ。ハミルトンは、1977

年のデビュー作品以降、30枚近くのアルバムをコンコード・レ

ーベルに残している。日本では2000年に代表作の6枚が再発さ

れた。それ以前はといえば、5年近く日本ではコンコード自体が

リリースされなかったので、当然ながらハミルトンの新作も発

売されなかった。ハミルトンはその間にもコンスタントに新作

をコンコードに録音している。ほんとうに息が長く、安定した

人気を保持しているテナー・サックス奏者だ。ハミルトンはフ

ュージョン全盛時代に登場し、“スイング・ジャズ”というオー

ルド・スタイルを信奉する新人テナー・サックス奏者として注

目を浴びた。そのデビュー以来、20年以上にわたり変わらぬス

イング・ジャズ・スタイルで演奏を続けている。流行に合わせ

る姿勢をまったくみせなかったわけだが、逆に時流に左右され

ることなくしっかりと安定飛行を続けてこれたようだ。コンコ

ードはアメリカの良き時代を思い浮かばせる、落ち着いたくつ

ろぎのある大人の趣味をコンセプトにしたレーベルで、ハミル

トンはぴったりのジャズ・ミュージシャンだったといえる。ハ

ミルトンは歳月を重ねるごとにじゅっくりと渋い深みを醸成さ

せてきた。現在47歳で、個人的な意見では彼の音楽における渋

い印象に年齢がちょうどマッチしてきていると思う。

エディ・ヒギンズ(1932年2月21日生まれ)はスコット・ハミル

トン(1954年9月12日生まれ)よりもっとベテランなわけだが、世

代は離れても音楽性に共鳴する部分の多い両者の共演は、アメ

リカ人が懐かしみ今も憧れを抱いている古き良き豊かな時代が、

今も存在していることを伝えてくれているようだ。ほんとうに

いいものは何十年過ぎても変わらないのだろう。ベースのステ

ィーブ・ギルモア(1943年1月21日生まれ)、ドラムのビル・グッ

ドウィン(1942年1月8日生まれ)は、共に70年代の半ばにフィ

ル・ウッズ・カルテットに参加。その後フィル・ウッズ・クイ

ンテットになってからも変わらずウッズが最も信頼を寄せるベ

ース＆ドラムとして活躍してきた。フィルの全作の録音に参加

しているわけではなく、2人とも他のミュージシャンとの録音も

数多い。グッドウィンはプロデューサーとしての手腕も発揮し

ている。それでは演奏曲目を紹介して行こう。

メランコリー・ラプソディ

サミー・カーンの作詞、レイ・ヘインドルフの作曲によるナ

ンバーで、ハリー・ジェームスの得意曲のひとつ。ドリス・デ

イ主演のジャズ映画『Young man with a horn』(情熱の狂想曲

[ラプソディ])では、ハリー・ジェームスのトランペットがフィ

ーチャーされた。ここではハミルトンのテナーがフィーチャー

されている。

イッツ・ア・ロンサム・オールド・タウン

ハリー・タビアス、チャールズ・キスコが共作したセンチメ

ンタルなナンバー。ナット・キング・コール、フランク・シナ

トラらの録音がある。映画『リービング・ラスベガス』ではス

ティングが歌った。“あなたが戻って来なければ、ここは古びた

さびしい町になる”という歌詞の内容にぴったりくる映画だっ

た。ヒギンズとハミルトンの哀切感も胸にグッとくる。

あなたは恋を知らない

コメディ映画からスタンダードの名曲が生まれる例は意外に

少なくない。これも1941年の『キープ・エム・フライング』か

ら誕生した傷心のバラードの名曲だ。フィーチャーされるハミ

ルトンが、絶妙のバラード演奏を聴かせている。

バイ・マイセルフ

アーサー・シュワルツ作曲のスタンダード・ソング。“恋も終

わったから、ひとりで生きて行こう”という、どこかさびしげ

ながらサッパリした心境で歌われるホロ苦い曲だ。ヒギンズや

ハミルトンのように、玄人好みのするミュージシャンに演奏さ

れることが多いようだ。

煙が目にしみる

ジェローム・カーン作曲のミュージカル『ロバータ』から生

まれた失恋の傑作バラード。ジャズの名演名唱数知れず。プラ

ターズの歌の大ヒットで、オールディーズの名曲としても知ら

れている。エディ・ヒギンズ、スコット・ハミルトンがみせる

味わい深さは、まさに熟達した名人芸といったところだ。

木の葉の子守唄

1932年にポピュラーなスイート・バンドがヒットさせた曲で、

後にジェリー・マリガン・カルテットが決定バージョンを残し、

ウエスト・コースト・ジャズを代表するような曲になった。ヒ

ギンズは『黒と白の肖像』でも取り上げていた。今回は快適な

テンポでスインギーに演奏されている。

ホエン・ザ・サン・カムズ・アウト

ハロルド・アーレンが作曲したナンバーで、ジュディ・ガー

ランドをはじめ女性ジャズ・シンガーに人気があるようだ。雨

と太陽を、失恋と元気にひっかけた曲だ。ハミルトンとヒギン

ズの演奏は、そんな哀感と前向きな気持ちがブレンドされた心

の状態をうまく表現していると思う。

ラブレター

同題の映画主題歌で、ビクター・ヤングの作曲。最初にヒッ

トさせたディック・ヘイムズのバージョンはスローなバラード

だった。ジャズでは当然ながらいろんなアレンジで演奏される。

ここではスインギーなノリのいい演奏が聴ける。

星に願いを

おなじみのディズニー映画『ピノキオ』の主題歌で、これも

残された名演名唱数知れず。最初にヒットさせたのはグレン・

ミラー他。ハミルトンはスロー・バラードの名演を聴かせてい

る。

オール・ジス・アンド・ヘブン・トゥ

ジミー・バン・ヒューゼン作曲のこの曲は、1940年にフラン

ク・シナトラ在籍時代のトミー・ドーシー・オーケストラなど

が大ヒットさせたバラード。ジャズ・シンガーで、エディ・ヒ

ギンズ夫人のメレディス・ダンブロッシオも録音している。こ

こではミディアム・テンポの心地よい演奏にアレンジされてい

る。

ユーアー・マイ・エブリシング

ソウルの有名曲に似た曲名があるが、もちろんこちらはハリ

ー・ウォーレン作曲のラブ・バラード。マイルス・デイビスが

バラードの名演を残している。ヒギンズとハミルトンはアッ

プ・テンポの編曲で快適に演奏している。 (高井信成)
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Smoke Gets In Your Eyes 煙が目にしみる
Eddie Higgins Quartet 

featuring Scott Hamilton
エディ・ヒギンズ & スコット・ハミルトン

1. メランコリー・ラプソディ
Melancholy Rhapsody《 R. Heindorf 》( 5 : 32 )

2. イッツ・ア・ロンサム・オールド・タウン
Itﾕs A Lonesome Old Town《 Tobias , Kisco 》( 7 : 29 )

3. あなたは恋を知らない
You Donﾕt Know What Love Is《 D. Raye, G. De Paul 》( 6 : 31 )

4. バイ・マイセルフ
By Myself《 A. Schwartz 》( 6 : 16 )

5. 煙が目にしみる
Smoke Gets In Yours Eyes《 J. Kern 》( 7 : 26 )

6. 木の葉の子守歌
Lullaby Of The Leaves《 B. Petkere 》( 6 : 25 )

7. ホエン・ザ・サン・カムズ・アウト
When The Sun Comes Out《H. Arlen 》( 5 : 29 )

8. ラブレター
Love Letters《 V. Young 》( 6 : 21 )

9. 星に願いを
When You Wish Upon A Star《 L. Harline 》( 4 : 55 )

10. オール・ジス・アンド・ヘブン・トゥ
All This And Haven Too《 Van Heusen 》( 4 : 57 )

11. ユーアー・マイ・エブリシング
Youﾕre My Everything《 H. Warren 》( 5 : 15 )

エディ・ヒギンズ Eddie Higgins - piano
スコット・ハミルトン Scott Hamilton - tenor sax
スティーブ・ギルモア Steve Gilmore - bass
ビル・グッドウィン Bill Goodwin - drums

録音：2001年10月2、3日　ニューヨーク、 ザ・スタジオ


